
講演２ 劇症Ⅰ型糖尿病のある障害者の生活について 北 好美 氏

奈良県手をつなぐ親たち 第 140 号

講演１ 医療ワーキングチームの取り組みとコロナ禍での対応 竹内 聖典 氏

自宅にて高齢のご両親による毎日の医療的ケアができなくなった場合、自宅以外で医療的ケアを受けながら本人ら
しく暮らすことができるのか？命の保証、暮らしの保証。医療的ケアを受けながら日中活動もできる場所の実現目
指し、主治医、行政、訪問看護事業所等と協議を重ねました。その結果、現在はやすらぎの丘・たかとりワークスの
グループホームで暮らしておられます。地域行政のご理解・ご協力で「医療的ケアが必要であっても本人らしく暮らせ
る」ことを実現した実例としてモデルにしていただければと思います。

参加者の感想
・事業所としては、医療的ケアの方々も入所等受け入れをしたいとどこも考えていると思う。しかしながら、体調を崩された時の対応
が本当に大変です。訪看の日数が決められていたり、通院するにも時間がかかったり、緊急搬送されると必ず家人が来院されなけ
れば処置をして頂けなかったりするので、実際の受け入れは難しいと考える。（限定の受け入れは可）
・医療的ケアと日中活動の取り組み、たくさんの方の連携取り組みに敬意を表します。 どんな方も地域で生活できるというモデル
を作られたのではないかと思います。 本当に今後も期待しています。

・グループホームで看護師が常にいてもらえればと思う。少しの体調不良でも安心できる場所が必要と思うので、医療的ケアが受け
られる場所がこの先多く出来ればよいと思う。

①大和郡山市自立支援協議会の医療作業部会の活動についての発表（かかりつけ医を作り、医療をもう少し生
活のなかで身近なものに。医療従事者や地域の方に、障害特性をより知っていただくための継続的啓発）
平成２７年「安心して医療をうけるために」を作成し医療機関を訪問し、説明、配布することができました。
②コロナ下での対応（困った時は発信することが大事。支援者の知識・支援力向上を目指して活動していきた
い。）

参加者の感想
・大和郡山市の自立支援協議会の取り組みがとても良く参考になった。地域資源作り、ネットワーク作り等に尽
力されており協議会として理想的な役割を果たしておられる。
・医療的ケアは、地域の頑張りだけでは出来ないと考える。地域の病院と一緒になり行っていかなければ障害
（特に知的）がある方には難しいと思う。国県市町村が一体となり、そのような病院を作らなければならないので
はと感じた。事業所がいくら利用者の思いを大切にサービス提供を行っても、医療的なケアの受け入れが充実しな
いと全てが事業所の負担となってしまう。家族のおられない方達にも施設を利用し安心して生活を送って頂く為に
治療の同意書等検討が必要ではないかと考える。


